
国
民
年
金
基
金
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
民
年
金
基
金
規
則
（
平
成
二
年
厚
生
省
令
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
二
十
八
条

令
第
十
八
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
保
険
の

契
約
に
あ
っ
て
は
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る

事
項
と
し
、
共
済
の
契
約
に
あ
っ
て
は
第
一
号
及

び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
二
十
八
条

令
第
十
八
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
保
険
の

契
約
に
あ
っ
て
は
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る

事
項
と
し
、
共
済
の
契
約
に
あ
っ
て
は
第
一
号
及

び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

農
業
協
同
組
合
連
合
会（
全
国
を
地
区
と
し
、

農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

三
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
十
号
の
事
業
を

行
う
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）又
は
共
済
水

産
業
協
同
組
合
連
合
会
（
全
国
を
地
区
と
す
る

も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）が
基
金
の
毎
事
業

年
度
の
末
日
に
お
け
る
当
該
契
約
に
係
る
農
業

協
同
組
合
法
第
十
一
条
の
三
十
二
又
は
水
産
業

協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四

十
二
号
）
第
百
五
条
第
一
項
で
準
用
す
る
同
法

第
十
五
条
の
十
七
に
規
定
す
る
責
任
準
備
金
と

し
て
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
金
額
の
う
ち
共
済

掛
金
積
立
金
に
相
当
す
る
金
額
の
計
算
の
明
細

を
示
し
た
書
類
を
、
当
該
事
業
年
度
終
了
後
五

月
以
内
に
、
基
金
に
届
け
出
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

三

農
業
協
同
組
合
連
合
会（
全
国
を
地
区
と
し
、

農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

三
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
十
号
の
事
業
を

行
う
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）又
は
共
済
水

産
業
協
同
組
合
連
合
会
（
全
国
を
地
区
と
す
る

も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）が
基
金
の
毎
事
業

年
度
の
末
日
に
お
け
る
当
該
契
約
に
係
る
農
業

協
同
組
合
法
第
十
一
条
の
三
十
二
又
は
水
産
業

協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四

十
二
号
）
第
百
条
の
八
第
一
項
で
準
用
す
る
同

法
第
十
五
条
の
十
に
規
定
す
る
責
任
準
備
金
と

し
て
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
金
額
の
う
ち
共
済

掛
金
積
立
金
に
相
当
す
る
金
額
の
計
算
の
明
細

を
示
し
た
書
類
を
、
当
該
事
業
年
度
終
了
後
五

月
以
内
に
、
基
金
に
届
け
出
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
漁
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和

二
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報

四

大
中
型
ま
き
網
漁
業

総
ト
ン
数
四
十
ト
ン
（
北
海
道
恵
山
岬
灯
台
か
ら
青
森
県
尻
屋
崎
灯
台
に
至
る
直
線
の

中
心
点
を
通
る
正
東
の
線
以
南
、
同
中
心
点
か
ら
尻
屋
崎
灯
台
に
至
る
直
線
の
う
ち
同
中
心
点
か
ら
同
直
線
と
青

森
県
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
の
最
初
の
交
点
ま
で
の
部
分
、
同
交
点
か
ら
最
大
高
潮
時
海
岸
線
を
千
葉
県
野
島

崎
灯
台
正
南
の
線
と
同
海
岸
線
と
の
交
点
に
至
る
線
及
び
同
点
正
南
の
線
か
ら
成
る
線
以
東
の
太
平
洋
の
海
域
に

あ
っ
て
は
、
総
ト
ン
数
十
五
ト
ン
）
以
上
の
動
力
漁
船
に
よ
り
（
当
該
動
力
漁
船
の
附
属
漁
船
が
従
事
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
動
力
漁
船
及
び
当
該
附
属
漁
船
に
よ
り
）
ま
き
網
を
使
用
し
て
行
う
漁
業

五

大
型
捕
鯨
業

動
力
漁
船
に
よ
り
も
り
づ
つ
を
使
用
し
て
ひ
げ
鯨
（
ミ
ン
ク
鯨
を
除
く
。）又
は
ま
っ
こ
う
鯨
を

と
る
漁
業
（
第
七
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

六

小
型
捕
鯨
業

動
力
漁
船
に
よ
り
も
り
づ
つ
を
使
用
し
て
ミ
ン
ク
鯨
又
は
歯
鯨
（
ま
っ
こ
う
鯨
を
除
く
。）を
と

る
漁
業
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

七

母
船
式
捕
鯨
業

母
船
式
漁
業
（
製
造
設
備
、
冷
蔵
設
備
そ
の
他
の
処
理
設
備
を
有
す
る
母
船
及
び
こ
れ
と
一

体
と
な
っ
て
漁
業
に
従
事
す
る
独
航
船
又
は
搭
載
漁
船
（
母
船
と
一
体
と
な
っ
て
漁
ろ
う
に
従
事
す
る
動
力
漁
船

で
あ
っ
て
、
当
該
漁
ろ
う
中
を
除
き
、
通
常
、
母
船
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。）に
よ
り
行
う
漁
業
を
い

う
。
第
十
六
号
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
っ
て
、
も
り
づ
つ
を
使
用
し
て
鯨
を
と
る
も
の

八

遠
洋
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業

総
ト
ン
数
百
二
十
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船
に
よ
り
、
浮
き
は
え
縄
を
使
用
し
て

又
は
釣
り
に
よ
っ
て
か
つ
お
、
ま
ぐ
ろ
、
か
じ
き
又
は
さ
め
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業

九

近
海
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業

総
ト
ン
数
十
ト
ン
（
我
が
国
の
排
他
的
経
済
水
域
、
領
海
及
び
内
水
並
び
に
我

が
国
の
排
他
的
経
済
水
域
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
海
域
か
ら
成
る
海
域
（
東
京
都
小
笠
原
村
南
鳥
島
に
係
る
排
他
的

経
済
水
域
及
び
領
海
を
除
く
。）に
あ
っ
て
は
、
総
ト
ン
数
二
十
ト
ン
）
以
上
百
二
十
ト
ン
未
満
の
動
力
漁
船
に
よ

り
、
浮
き
は
え
縄
を
使
用
し
て
又
は
釣
り
に
よ
っ
て
か
つ
お
、
ま
ぐ
ろ
、
か
じ
き
又
は
さ
め
を
と
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
漁
業

十

中
型
さ
け
・
ま
す
流
し
網
漁
業

総
ト
ン
数
三
十
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船
に
よ
り
流
し
網
を
使
用
し
て
さ
け
又

は
ま
す
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業

十
一

北
太
平
洋
さ
ん
ま
漁
業

北
緯
三
十
四
度
五
十
四
分
六
秒
の
線
以
北
、
東
経
百
三
十
九
度
五
十
三
分
十
八
秒

の
線
以
東
の
太
平
洋
の
海
域
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
及
び
日
本
海
の
海
域
を
除
く
。）に
お
い
て
総
ト
ン
数
十
ト
ン
以
上

の
動
力
漁
船
に
よ
り
棒
受
網
を
使
用
し
て
さ
ん
ま
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
九
十
一
号

漁
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
国
民
年
金
基
金
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

〇
国
土
交
通
省
令
第
九
十
五
号

船
員
法
第
一
条
第
二
項
第
三
号
の
漁
船
の
範
囲
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十
八
年
政
令
第
五
十
四
号
）
第
二
号
の
規

定
に
基
づ
き
、
船
員
法
第
一
条
第
二
項
第
三
号
の
漁
船
の
範
囲
を
定
め
る
政
令
第
二
号
の
漁
船
の
範
囲
を
定
め
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

船
員
法
第
一
条
第
二
項
第
三
号
の
漁
船
の
範
囲
を
定
め
る
政
令
第
二
号
の
漁
船
の
範
囲
を
定
め
る
省
令

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

一

沖
合
底
び
き
網
漁
業

北
緯
二
十
五
度
十
五
秒
東
経
百
二
十
八
度
二
十
九
分
五
十
三
秒
の
点
か
ら
北
緯
二
十
五

度
十
七
秒
東
経
百
五
十
二
度
五
十
九
分
四
十
六
秒
の
点
に
至
る
直
線
以
北
、
次
に
掲
げ
る
線
か
ら
成
る
線
以
東
、

東
経
百
五
十
二
度
五
十
九
分
四
十
六
秒
の
線
以
西
の
太
平
洋
の
海
域
に
お
い
て
総
ト
ン
数
十
五
ト
ン
以
上
の
動
力

漁
船
（
推
進
機
関
を
備
え
る
漁
船
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
り
底
び
き
網
を
使
用
し
て
行
う

漁
業

イ

北
緯
三
十
三
度
九
分
二
十
七
秒
以
北
の
東
経
百
二
十
七
度
五
十
九
分
五
十
二
秒
の
線

ロ

北
緯
三
十
三
度
九
分
二
十
七
秒
東
経
百
二
十
七
度
五
十
九
分
五
十
二
秒
の
点
か
ら
北
緯
三
十
三
度
九
分
二
十

七
秒
東
経
百
二
十
八
度
二
十
九
分
五
十
二
秒
の
点
に
至
る
直
線

ハ

北
緯
三
十
三
度
九
分
二
十
七
秒
東
経
百
二
十
八
度
二
十
九
分
五
十
二
秒
の
点
か
ら
北
緯
二
十
五
度
十
五
秒
東

経
百
二
十
八
度
二
十
九
分
五
十
三
秒
の
点
に
至
る
直
線

二

以
西
底
び
き
網
漁
業

北
緯
十
度
二
十
秒
の
線
以
北
、
次
に
掲
げ
る
線
か
ら
成
る
線
以
西
の
太
平
洋
の
海
域
に

お
い
て
総
ト
ン
数
十
五
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船
に
よ
り
底
び
き
網
を
使
用
し
て
行
う
漁
業

イ

前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
線

ロ

北
緯
二
十
五
度
十
五
秒
東
経
百
二
十
八
度
二
十
九
分
五
十
三
秒
の
点
か
ら
北
緯
二
十
五
度
十
五
秒
東
経
百
二

十
度
五
十
九
分
五
十
五
秒
の
点
に
至
る
直
線

ハ

北
緯
二
十
五
度
十
五
秒
以
南
の
東
経
百
二
十
度
五
十
九
分
五
十
五
秒
の
線

三

遠
洋
底
び
き
網
漁
業

北
緯
十
度
二
十
秒
の
線
以
北
、
次
に
掲
げ
る
線
か
ら
成
る
線
以
西
の
太
平
洋
の
海
域
以

外
の
海
域
に
お
い
て
総
ト
ン
数
十
五
ト
ン
以
上
の
動
力
漁
船
に
よ
り
底
び
き
網
を
使
用
し
て
行
う
漁
業

イ

北
緯
二
十
五
度
十
七
秒
以
北
の
東
経
百
五
十
二
度
五
十
九
分
四
十
六
秒
の
線

ロ

北
緯
二
十
五
度
十
七
秒
東
経
百
五
十
二
度
五
十
九
分
四
十
六
秒
の
点
か
ら
北
緯
二
十
五
度
十
五
秒
東
経
百
二

十
八
度
二
十
九
分
五
十
三
秒
の
点
に
至
る
直
線

ハ

前
号
ロ
及
び
ハ
の
線
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